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◇主な取組事項 

○ コンプライアンス研修や職場服務ミーティングなどの実施により，職員の公正な職務の遂行を

徹底した。 

○ 平成 23年度決算確定に伴い，決算において健全化判断比率が目標を達成しており，健全な財

政運営を確保できた。 

○ 「日本一安全・安心なまちづくり」の実現のため，あらゆる危機に対し強いまちづくり

を目指し，危機管理課を設置した。 

○ 資産管理活用事務局を設置し，アセットマネジメント推進に向けた検討を行っている。 

 

項目 
自治体経営指針及び実施計画における 

取組目標 
24年度上半期の主な取組実績 ページ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

■地域協働の推進 

■協働の環境整備 

■協働の仕組みづくり 

■協働事業の推進 

■新たに地域協働実施地区３地区が

決定し，地域づくり支援員を配置。 

■昨年度設置した市民協働推進基金

を活用し，公募型協働推進事業を実

施。 

■指定管理者制度へ６施設が移行。 

 

１ 

行
政
評
価
を
活
用
し
た 

経
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立 

■外部評価 

■評価における新たな手法の導入 

■目標管理型の組織運営 

■事務事業の見直し・業務プロセス改善 

■効果的で柔軟な予算制度 

 

 

■行政評価に係る全庁アンケートを実

施し，外部評価委員の意見を聴きなが

ら，新たな手法を検討中。 

 ６ 

公
正
で
透
明
性
の
高
い
経
営
の
推
進 

■市民意見の把握・反映 

■情報提供 

■入札制度の改善 

■監査制度 

■職員の公正な職務の遂行 

 

 

■原則，全ての建設工事及び建設関

連業務委託に電子入札を導入。 

■包括外部監査を実施。 

監査テーマ：土地区画整理事業に係

る事務の執行について 

■公正職務委員会，公正職務審査会

を開催。コンプライアンスに係る研修の

実施。職場服務ミーティングの実施。 

 

９ 

盛岡市自治体経営の指針及び実施計画の主要な取組状況 
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健
全
な
財
政
運
営
の
推
進 

【普通会計】 

■財政指標の分かりやすい形での公表 

■財政の健全化比率が早期健全化比率

を上回らない財政運営 

■財務書類４表の作成・公表 

■市債の残高縮減 

■使用料・手数料の見直し 

■市税等の収納率の向上 

■未利用市有地・保留地・貸付け等の有

効活用 

【公営企業会計】 

■水道事業 

■下水道事業 

■病院事業 

【出資法人】 

■出資等法人の経営改善 

 

■平成 23 年度決算において，健全化

判断比率が目標を達成しており，健全

な財政運営を確保。 

■未利用市有地や保留地の処分推

進。 

■水道事業：沢田浄水場の夜間運転

管理のほかに，平成 24 年４月から，

土・日曜日，休日の全日委託を実施。 

■出資法人：第三者評価で経営上の

課題を指摘された５法人について，措

置状況の確認。 

 

15 

組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進 

■組織のあり方 

■定員管理及び職員給与のあり方 

■人材育成と組織目標の達成 

 

 

 

 

 

 

 

■危機管理課の新設。 

■資産管理活用事務局の新設。 

■市民活動の支援及び地域協働の推

進のため，教育委員会が所管するス

ポーツ及び文化に関する事務を市長

部局へ移管。 

■第四次定員適正化計画の推進。 

（計画期間 平成 23～27年度） 

25 

公
共
施
設
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進 

■アセットマネジメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資産管理活用事務局を設置し，アセ

ットマネジメントの考え方を取り入れた

公共施設の維持管理手法の検討推

進。 
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